
 

 

  大阪暁明館 
だより 2017.8 

summer 

我々は、  

1. 最良の設備、環境を整え、安全で質の高い医療を提供します。 

2. 愛情と尊敬をもって接し、何が最良かを一緒に考え、温かい医療を実践します。 

3. 地域の医療、介護を行う方々と連携し、地域の皆様の健康と生活を守ります。 

4. 医療を通じて自己研鑽し、健全な病院運営を行い、社会貢献を果たします。 

職員行動指針 大阪暁明館病院 基本理念 

大阪暁明館病院は、キリスト教精神に基づく 

全人的医療を通して、地域住民が心の絆を 

実感できる病院を目指します。 

がんの新しい治療施設 
８月オープンしました！ 

内覧会 

平成２９年８月５日（土）１０時より、医療法人伯鳳会 大阪陽

子線クリニック竣工式・内覧会が開催され、多くのご来賓の

方にご出席いただきました。ありがとうございました。 

竣工式・内覧会を開催しました 

竣工式 

従来の放射線治療が「光子線」と呼ばれるＸ線やガンマ線を

用いるのに対し、陽子線治療では粒子線の一種である「陽子線」

という粒子のビームを使います。「陽子線」には、人体のある一

定の深さで放射線量が最大となる特徴があります。この特徴に

より「陽子線治療」は、がん病巣への線量集中性が高く、従来の

放射線治療に比べて高い治療効果が期待できます。また身体    

的な負担も少なく、通院治療も可能です。 

陽子線治療とは？ 

計画概要  
この施設は最新の陽子線治療装置（三菱電機）１台、強度 

変調放射線治療装置（日立製作所）１台、を備え、株式会社ひょ

うご粒子線メディカルサポート（兵庫県設立の第３セクター）

を通じ、兵庫県粒子線医療センターより技術的な支援を受け、

安全で適切な放射線治療をご提供します。平成２９年８月より

先進医療施設認定取得に向けた症例に対して治療を開始しま  

した。平成２９年１１月より先進医療による治療を開始する 

予定です。 



 

 

 

 

 

 

 

  

検診センターについて 

検診センター長 

  山本 徹也 

最近の資料によりますと日本の死因トップ４は

癌、心疾患、肺炎、脳血管疾患でこの４つで死因の７

割を構成します。癌に関して言えば男性では肺癌、

胃癌、大腸癌、肝臓癌、女性では大腸癌、肺癌、胃

癌、乳癌の順になっています。健診の目的はこれら

の疾患の原因となる病態を早期に見つけ、治療を

促すことです。一般の健診センターにおける検査で

はこれらのことを考慮し、検査項目が組み立てて

います（精密検査：人間ドック）。もちろん健診者が心

配している病気に対するオプション（選択）検査も

用意されています。健診センターには健診業務の

みを扱うセンターと、病院に付属し、病院と連携し

ながら健診業務をするセンターに分類できるかと

思われます。一昔前は前者がほとんどでしたが、

年々後者が増加してきております。後者の方が病

院と連携ができているため病気の発見と共に早期

に治療を開始できることが長所の一つとして挙げ

られています。大阪暁明館病院の検診センターも

後者に属しており、開設は平成 25 年です。最初の

年は 2000 人余りの受診者でしたが年々増加し昨

年は 7000人を超えています。今年も昨年を遥かに

上回るスピードで増加しています。健診者の増加に

寄与する大きな要因は検査項目に比して健診費用

が安いことが考えられます。昨今インターネットが

発達してほとんどの健診センターでもインターネッ

ト予約ができます。予約する前に健診者は多くの健

診センターの検査の内容と費用を閲覧、考慮し、ど

この健診センターにするか考えると思われます。そ

の結果、当病院の検診センターがよく選ばれるの

ではないかと想像します。実際、大阪市だけでなく

他の市（堺市、豊中市や他県（兵庫県、奈良県）から

も申し込みが増加しております。一度健診を受けて

みるとその健診内容に満足し、また来年も受けよう

かと思われる健診者（リピーター）も増加しており、

これも増加の大きな要因と考えられます。 

健診者が満足してくれている要因は検査のスムー

ズな流れもさることながら、ドックでは特殊な検査 

 

大阪暁明館病院検診センターの特徴 

しかし健診者の数が増えてくると想定外の弱点

がいくつか見つかってきました。 

一つは報告書の作成が遅れることです。急いで

連絡しなければならない病態を認めたときはすぐ

に対応しますが、通常は報告書の作成に一か月を

要します。また、健診者の増加にともなった内視鏡

検査や腹部超音波の件数の増加のため、健診者に

予約待ちをしていただかなければならない事態

になっております。現在、消化器内視鏡の部屋の増

設に取りかかっており、また超音波の部屋の増設

も予定されています。これらが増設されれば予約

待ちの時間が少しは緩和されると思われます。 

今後も検診センターのスタッフと相談しながら、

さらに幅広くより良い健診ができるようにしてい

きたいと考えています。 

健診に関する相談は電話（06-6462-1047）、

FAX（06-6462-1047）で可能ですので気楽にご相

談ください。 

 

（組織診断など）以外、ほとんどの検査結果が健診

終了後の内視鏡、腹部超音波などの写真を使った

丁寧な説明と思われます。婦人科の健診でも同様

に良い評判を得ています。腹部の超音波は通常上

腹部の臓器の検査のみですが、当病院の検診セン

ターでは上腹部から下腹部まですべての可視範囲

の臓器の検索をし、好評を得ています。また頸動脈

エコーや乳腺エコーなどのオプションでは甲状腺

の状態も検索しています。たまたま頸動脈の検査

をしている時、甲状腺疾患が見つかり、健診者に感

謝されることもあります。 

 

今後の課題 



 

  

介護保険教室開催！ 

 
7 月 1日（土）14 時 15 分より、院内七夕コンサートを行いました！ 

今年は、職員によるパイプオルガンとフルートのデュエットと此花少年少女合唱団の皆さんに

出演して頂きました。 

患者さまたちは子どもたちの透き通った歌声に、手をたたきながら楽しまれた様子でした！ 

１．パイプオルガンとフルートのデュエット 

フルート：椚原 勉（職員） 

パイプオルガン：山崎 友利花（職員） 

①水心 （宗次郎） 

②8 つの小プレリュードとフーガより 

変ロ長調 BWV560 （J.S.バッハ） 

③見上げてごらん夜の星を 

２．合唱  此花少年少女合唱団 

①手のひらを太陽に 

②三つのわらべ歌 

③君をのせて 

④カントリーロード 

此花少年少女合唱団 

当院職員有志によるデュエット 

平成２９年８月２４日（木）１４時より、当院１１階礼

拝堂にて、介護保険教室を開催致しました！

おとしよりすこやかセンター西部館 上田看

護師が、「『ろうけん＝介護老人保健施設』っ

てどんなところ？」と題して講演致しました。

施設での１日の流れや中の様子の写真をご覧

いただき、わかりやすくお伝えいたしました。

たくさんの方にお越しいただきありがとうご

ざいました。 



 

 

 

 

 

診療時間 月 火 水 木 金 土 日祝 

9：00～12：00 ○ ○ ○ ○皮膚科 ○ 
○小児科

（第４土曜） 
／ 

18：00～20：00 ／ ○皮膚科 ○小児科 ○ ○小児科 ／ ／ 

大阪暁明館だより 
平成29年8月３１日発行 

社会福祉法人 大阪暁明館 

大阪暁明館病院 

〒554-0012 大阪市此花区西九条 5-4-8 
電話（０６）６４６２－０２６１（代表) 
FAX（０６）６４６２－０３６２ 
http://www.gyoumeikan.or.jp 

所長 田村耕一郎 

酉島診療所では、病院などの医療機関での治療やケアの枠組みにとらわれず、

在宅療養や地域住民への支援活動、健康相談などを行っています。自分らしい暮

らしを人生の最後まで続けられることができるよう、医療・介護・福祉が一体的に提

供できる、地域に根差した診療所を目指し医療活動を行っています。 

 

酉島診療所 内科・小児科・皮膚科・放射線科 

 負担は軽く、質は高くをモットーにしています。 

何でも相談できる、オープンな診療所を目指しています。 

お近くの「かかりつけ医」のご紹介 

※月曜午後、土曜午後、日曜・祝日休診 

※皮膚科 : 火曜午後（第４火曜休診）、木曜10:00～ 

※小児科 : 水曜午後、金曜午後、第４土曜 

〒554-0051 

大阪市此花区酉島 4-2-3  

TEL : 06-6461-4459  FAX : 06-6468-6367 

5 月 7 日（日）ゴールデンウィーク最終日、

高見連合振興町会主催 ワイわいフェスタ

が開催されました！前日の雨を忘れさせ

るような晴天で暖かな天気の中スタート。 

例年通り様々な団体が参加されている

中、当院へのブースにも166名の方が来ら

れ、健康相談や血圧測定を行いました。 

来てくださった方にも充実した時間を過

ごしていただくことができました。 

高見連合振興町会主催  

ワイわいフェスタ 


